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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気の圧力差によって作動することが可能な少なくとも１つの軸方向に移動可能な壁部
（６）によって、少なくとも１つのワーキングチャンバ（１）と、少なくとも１つの真空
チャンバ（２）とに細分化されているブースターハウジングと、
　バルブピストン（４）を備える作動可能入力部材と、
　出力によってブレーキマスターシリンダ（１３）を作動させる出力部材（１１、４０）
と、
　制御ハウジング（３）内に配置され、バルブピストン（４）によって作動させることが
でき、および圧力差を制御するコントロールバルブと、
　制御ハウジング凹部（８）内に配置され、出力部材（１１、４０）が圧迫する弾性反応
体（１０）と、
　ブレーキブースターが組立てられた状態で、バルブピストン（４）と反応体（１０）の
間に距離（ｚ）を設定することが可能な手段と、
　を有する空気圧ブレーキブースターであって、
　出力部材（１１、４０）は、端面（２３、４７）と、距離（ｚ）を設定する手段を備え
、距離（ｚ）を設定する手段は、距離（ｚ）を設定する際、端面（２３、４７）を超えて
、弾性反応体（１０）側に突出することを特徴とするブレーキブースター。
【請求項２】
　距離（ｚ）を設定する手段は、反応体（１０）のチャンバ容積を変化させることを可能
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にし、反応体（１０）のチャンバ容積は、制御ハウジング凹部（８）及び出力部材（１１
、４０）によって決まることを特徴とする請求項１に記載のブレーキブースター。
【請求項３】
　出力部材(１１)は、圧力プレート（１８）及び圧力ロッド（１９）を有する２つの部材
で形成され、距離（ｚ）を設定する際、圧力ロッド（１９）が圧力プレート（１８）から
弾性反応体（１０）側に突出して、弾性反応体（１０）を圧迫し、また、中に、圧力ロッ
ド（１９）の軸方向長さ（Ｌ）を有するほぞ（tenon）（２２）が配置され、ガイドされ
る軸方向中央貫通穴（２１）を有することを特徴とする請求項２に記載のブレーキブース
ター。
【請求項４】
　圧力ロッド（１９）は、その外側（２５）に、ほぞ（tenon）（２２）の長さを特定す
る手段（２４）を有することを特徴とする請求項３に記載のブレーキブースター。
【請求項５】
　凸状湾曲（２７）が、ほぞ（tenon）（２２）の自由端(２６)に設けられていることを
特徴とする請求項３または請求項４の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項６】
　ほぞ（tenon）（２２）の自由端（２６）は、凸状に湾曲したデザインからなることを
特徴とする請求項３または請求項４の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項７】
　ほぞ（tenon）（２２）の自由端（２６）は、円錐形にデザインされていることを特徴
とする請求項３または請求項４の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項８】
　ほぞ（tenon）（２２）の自由端（２６）に、半径（ｒ）または導入スロープが設けら
れていることを特徴とする請求項３～請求項５の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項９】
　圧力プレート（１８）は、本質的にディスク形状に形成されることを特徴とする請求項
３～請求項８の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項１０】
　圧力プレート（１８）は、圧力ロッド（１９）の方向に形成されており、および制御ハ
ウジング（３）に配置されたガイド皿(１７)内にガイドされるシャンク(３０)を有するこ
とを特徴とする請求項３～請求項８の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項１１】
　圧力プレート（１８）は、圧力ロッド（１９）の方向に形成されており、および制御ハ
ウジング（３）に配置されたガイド皿（１７）内に部分的にガイドされるシャンク（３０
）を有することを特徴とする請求項３～請求項８の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項１２】
　圧力プレート（１８）は、内側（２９）に導入スロープ（２８）を有することを特徴と
する請求項１０または請求項１１の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項１３】
　出力部材（４０）は、弾性反応体（１０）に対向する面（４４）に、ヘッドなしのねじ
（４１）を中にねじ込むことができるねじ穴（４５）を有し、距離（ｚ）を設定する際、
ヘッドなしのねじ（４１）が出力部材（４０）から弾性反応体（１０）側に突出して、弾
性反応体（１０）のチャンバ容積を変化させることを可能にすることを特徴とする請求項
２に記載のブレーキブースター。
【請求項１４】
　出力部材（４０）は、ねじ穴（４５）になり、およびヘッドなしのねじ（４１）を回転
させる調節ツール（４３）を中に導入することができる貫通穴（４２）を有することを特
徴とする請求項１３に記載のブレーキブースター。
【請求項１５】
　ヘッドなしのねじ（４１）と反応体（１０）の間に、ワッシャが設けられており、出力
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部材（４０）が、反応部材（１０）に対向する面（４４）に、直径（Ｄ２）を有する凹部
（４６）を有し、ワッシャが凹部に配置されることを特徴とする請求項１３または請求項
１４の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項１６】
　凹部（４６）の直径（Ｄ２）は、ねじ穴（４５）の直径（Ｄ１）よりも大きくなるよう
に設けられていることを特徴とする請求項１５に記載のブレーキブースター。
【請求項１７】
　ワッシャは、反応体（１０）に対向する面に、凸状湾曲を有することを特徴とする請求
項１６に記載のブレーキブースター。
【請求項１８】
　ワッシャは、反応体（１０）に対向する面において、凸状に湾曲するように設けられて
いることを特徴とする請求項１６に記載のブレーキブースター。
【請求項１９】
　ワッシャは、反応体（１０）に対向する面で、円錐形になるように設けられていること
を特徴とする請求項１６に記載のブレーキブースター。
【請求項２０】
　出力部材（４０）の一方の端面（４７）に、接着フィルムが設けられていることを特徴
とする請求項１３～請求項２０の一項に記載のブレーキブースター。
【請求項２１】
　バルブピストン（４）と反応体（１０）の間に、ステップアップ・ワッシャ（１４）が
設けられており、ステップアップ・ワッシャにより、バルブピストン（４）は、反応体（
１０）に対して力伝達接続の状態になることを特徴とする請求項１～請求項２０のうちの
一項に記載のブレーキブースター。
【請求項２２】
　ブレーキブースターは、磁気ドライブ（３１）によって電気的に作動させることができ
ることを特徴とする請求項１～請求項２１のうちの一項に記載のブレーキブースター。
【請求項２３】
　請求項１～請求項２２の一つに記載されているような空気圧ブレーキブースターにおけ
るバルブピストン（４）と反応体（１０）の間の軸方向距離（ｚ）を設定する方法であっ
て、ブレーキブースターの真空チャンバ（２）は、真空で作動することができ、ブレーキ
ブースターのワーキングチャンバ（１）は、換気することができ、所定の入力（ＦＥ）は
、バルブピストン（４）を作動させ、同時に、出力（ＦＡ）が測定される方法において、
軸方向距離（ｚ）の設定が、出力部材（１１、４０）の変化によって行われることを特徴
とする方法。
【請求項２４】
　ブレーキブースターの出力部材(１１)は、圧力プレート(１８)と圧力ロッド(１９)を有
する２つの部材で設けられ、圧力プレート（１８）は、反応体（１０）を圧迫し、また、
中に、圧力ロッド（１９）の軸方向長さ（Ｌ）を有するほぞ（tenon）(２２)が配置され
、ガイドされる軸方向中央貫通穴(２１)を有し、軸方向距離（ｚ）の設定が、圧力ロッド
（１９）のほぞ（tenon）（２２）の異なる長さ（Ｌ）によって実行されることを特徴と
する請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　出力部材(４０)は、反応体（１０）に対向する面に、中にヘッドなしのねじ(４１)をね
じ込むことができるねじ穴(４５)を有し、また、出力部材（４０）は、ねじ穴（４５）に
なる貫通穴(４２)を有し、軸方向距離（ｚ）の設定が、ヘッドなしのねじ（４１）を回転
させることによって行われることを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気の圧力差によって作動することが可能な少なくとも１つの軸方向に移動
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可能な壁部によって、少なくとも１つのワーキングチャンバと、少なくとも１つの真空チ
ャンバとに細分化されているブースターハウジングと、バルブピストンを備える作動可能
入力部材と、出力によってブレーキマスターシリンダを作動させる出力部材と、制御ハウ
ジング内に配置され、バルブピストンによって作動させることができ、および圧力差を制
御するコントロールバルブと、制御ハウジング凹部内に配置され、出力部材が圧迫する弾
性反応体と、ブレーキブースターが組立てられた状態で、バルブピストンと反応体の間に
ある距離を設定することが可能な手段とを有する空気圧ブレーキブースターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車業界は、ブレーキブースター特性曲線に関する厳しい要求に取り組んでいる。そ
のため、ｚ寸法として知られている上記バルブピストンと反応体の間の上述した距離をで
きる限り正確に設定することが必要である。公知のように、このｚ寸法は、初期段階にお
ける上記ブレーキブースターの動作を決定し、およびブレーキブースターが所定の入力で
作動したときに、出力または出力圧力が急激に上昇する（ジャンパー効果）ことを可能に
する。反応体の異なるショア硬度及び構成部品の公差のため、非常に高い出力公差が生じ
、また、出力は、非常に広い範囲内にある（スプレッドバンド）。従って、自動車業界の
非常に狭いスプレッドバンドに関する要求は、満たすことができない場合もある。
【０００３】
　冒頭で述べた一般的なタイプの空気圧ブレーキブースターは、独国特許出願公開第３９
４１６０４号明細書により公知である。この場合、第１のピストン部は、適切なツールに
よって、上記制御ハウジング内での回転に関して固定してガイドされる第２のピストン部
に対して回転され、ｚ寸法の設定は、２部材デザインのバルブピストンの軸方向全長を変
えることによって行われる。
【０００４】
　独国特許出願公開第４２０８３８４号明細書により公知である別の設定可能な空気圧ブ
レーキブースターにおいては、所望のｚ寸法の設定は、第１のピストン部に恒久的に係合
しており、かつピストンロッドに対して同軸に配置されており、および設定操作が終わっ
た後に、制御ハウジングに対する明確な接続によって、回転に関して固定されるスリーブ
を用いて実行される。この場合の回転に関する固定は、好ましくは、スリーブに接続され
る固定リングと、制御ハウジングの内周に形成された溝に係合するその放射状突出部とを
用いて行われる。固定リングは、後に、制御ハウジングを保護する弾性保護キャップの周
縁領域によって保持され、上記周縁領域は、スリーブ内に形成された周囲溝内にボタンで
留められる。
【０００５】
　設定可能なｚ寸法を用いた公知のブレーキブースターの複雑な設定は、不利であると考
えられる。さらに、設定中には解放しなければならない、入力部材のブレーキペダルへの
接続は、不利である。
【発明の開示】
【０００６】
　本発明の目的は、非常に狭いスプレッドバンドの簡単な実施を可能にし、かつ簡単な設
定を有する汎用ブレーキブースターを提供することである。
【０００７】
　この目的は、距離を設定する手段が出力部材上に設けられていることによって達成され
る。出力部材は、ブレーキブースターが組立てられた状態でも、容易に接近可能であり、
その結果、簡単な手段によって、非常に狭いスプレッドバンドを実施することが可能であ
る。
【０００８】
　さらに、空気圧ブレーキブースターにおけるバルブピストンと反応体の間の軸方向距離
を設定する方法が提案され、ブレーキブースターの真空チャンバは、真空で作動すること
ができ、ブレーキブースターのワーキングチャンバは、換気することができ、所定の入力
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は、バルブピストンを作動させ、同時に、出力は、軸方向距離の設定が、出力部材の変化
によって行われる上記方法の特徴によって測定される。
【０００９】
　好ましくは、距離を設定する手段は、反応体のチャンバ容積を変化させることを可能に
し、反応体のチャンバ容積は、制御ハウジングの凹部及び出力部材によって画成される。
真空源に接続されているブレーキブースターが作動すると、力関連の固有の圧力が、優勢
な力に対して適切に、反応体内に確立される。変化するチャンバ容積により、反応体内の
この固有の圧力、ならびに出力は高精度で設定することができる。
【００１０】
　本発明の有利な実施形態においては、出力部材は、圧力プレートと圧力ロッドを有する
２つの部材で設けられ、圧力プレートは、反応体を圧迫し、また、中に、圧力ロッドの軸
方向長さを有するほぞ（tenon）が配置され、案内されている軸方向中央貫通穴を有する
。チャンバ容積の変化は、ほぞ（tenon）の固有の長さＬを有する圧力ロッドを交換する
ことによって、簡単な方法で行われる。ほぞ（tenon）が有する長さにより、反応体のチ
ャンバ容積は、簡単な方法で増減される。この場合、圧力ロッドが、その外側に、ほぞ（
tenon）の長さを特定する手段を有することが有利であり、その結果、圧力ロッド間の間
違いを排除することができる。
【００１１】
　簡単な方法でジャンパー効果に影響を与えるために、本発明の有利な実施形態によれば
、凸状湾曲を、ほぞ（tenon）の自由端に設けることができる。
【００１２】
　本発明の別の有利な実施形態においては、ほぞ（tenon）の自由端は、凸状に湾曲した
デザインを有する。さらに、ほぞ（tenon）の自由端は、円錐形にデザインしてもよい。
【００１３】
　ほぞ（tenon）を、圧力プレートの貫通穴に容易に導くために、ほぞ（tenon）の自由端
には、半径または導入スロープが設けられる。
【００１４】
　好ましくは、圧力プレートは、本質的に円盤状に形成され、その結果、圧力プレートの
非常に簡単な製造を実現することができる。
【００１５】
　有利な実施形態によれば、圧力プレートは、圧力ロッドの方向に形成され、および制御
ハウジングに配置されたガイド皿内にガイドされるシャンクを有することができる。この
場合、圧力ロッドの交換は、簡便化される。
【００１６】
　圧力ロッドの良好な案内は、圧力プレートが、圧力ロッドの方向に形成され、および制
御ハウジング上に配置されたガイド皿内に部分的にガイドされるシャンクを有することで
実現することができる。
【００１７】
　好ましくは、圧力プレートは、内側に導入スロープを有し、その結果、ほぞ（tenon）
を導入することを容易にする。
【００１８】
　反応体のチャンバ容積の変化は、出力部材が、反応体に対向する面に、ヘッドなしのね
じを中にねじ込むことができるねじ穴を有するため、出力部材の構成要素の交換を伴うこ
となく実現することができ、ヘッドなしのねじは、反応体のチャンバ容積の変化を可能に
する。出力部材は、ヘッドなしのねじによって、予め取り付け可能なサブアセンブリを形
成し、その結果、少数の構成要素のため、取り付けが単純化される。ヘッドなしのねじは
、特定の入力の場合に、出力の連続設定、すなわち、荷重下での連続設定を可能にし、そ
の結果、反応体のショア硬度スプレッドを追加的に補正することができる。
【００１９】
　ヘッドなしのねじを回転させるために、出力部材は、ねじ穴になり、およびヘッドなし
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のねじを回転させる調節ツールを中に導入することができる貫通穴を有する。設定操作の
後、調節ツールは、容易に取り除くことができ、ヘッドなしのねじの回転は、反応体の特
定の圧力の高精度の設定を可能にする。
【００２０】
　本発明の有利な実施形態においては、ヘッドなしのねじと反応体との間に、ワッシャが
設けられ、出力部材は、反応体と対向する面に、ある直径を有する凹部を有し、ワッシャ
が凹部に配置される。凹部及びワッシャを設けることは、製造上の理由で、凹部とワッシ
ャの間には、ねじ穴とヘッドなしのねじとの間よりも非常に低い公差を実施することがで
きるため、反応体のギャップ押出しを低減する。減少したギャップ押出しのため、反応体
の摩耗は低減される。
【００２１】
　好ましくは、凹部の直径は、ねじ穴の直径よりも大きくなるように設けられ、この結果
、より有利な面積比が得られ、また、ワッシャのための凹部をより簡単に製造することが
できる。
【００２２】
　別の簡単な方法でジャンパー効果に影響を与えるために、本発明の有利な実施形態によ
れば、ワッシャは、反応体に対向する面に凸状湾曲を有することができる。
【００２３】
　本発明の他の有利な実施形態においては、ワッシャは、反応体に対向する面に、凸状に
湾曲するように、または円錐形になるように設けられる。
【００２４】
　ワッシャが、例えば、出力部材の輸送中に、出力部材の凹部から落ちるのを防ぐために
、有利な実施形態によれば、接着フィルムが、出力部材の１つの端面に設けられる。接着
フィルムが、ｚ寸法の設定を、フィルムが貼られているのにもかかわらず行うことができ
るように選択した場合、フィルムは、出力部材がブレーキブースター内に取り付けられた
後も、出力部材上に残っている。それにより、反応体のギャップ押出しは、完全に防止さ
れる。ワッシャがなくて、ヘッドなしのねじのみがある場合に、接着フィルムが、出力部
材の端面に設けられている場合は、それによって反応体のギャップ押出しは、ワッシャを
設けることなく、防止することができる。
【００２５】
　好ましくは、バルブピストンと反応体との間に、ステップアップ・ワッシャを設けるこ
とができ、ステップアップ・ワッシャにより、バルブピストンは、反応体に対して、力伝
達接続の状態になり、そのため、ステップアップ・ワッシャは、入力部材の、またはバル
ブピストンの一部と考えることができる。
【００２６】
　ブレーキブースターは、従来のブレーキブースターとして、および磁気ドライブによっ
て電気的に作動可能になるように設けることができる。さらに、ブレーキブースターは、
メカニカルブレーキ支援機能も有することができる。
【００２７】
　以下に、本発明を、例示的な実施形態を示す図面を用いて説明する。図面においては、
いずれの場合も、極めて図式的になっている。
【詳細な説明】
【００２８】
　図１は、自動車ブレーキ装置の本発明による空気圧ブレーキブースターの第１の例示的
な実施形態の部分縦断面図を示し、上記部分縦断面図は、本発明に対して重要なブレーキ
ブースターの部分のみを示している。
【００２９】
　一般的に公知であるように、図１に示すブレーキブースターの図示されていないブース
ターハウジングは、軸方向に移動可能な壁部６によって、ワーキングチャンバ１と真空チ
ャンバ２に細分化されている。軸方向に移動可能な壁部６は、金属薄板から深絞りされた
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ダイヤフラム皿７と、上記ダイヤフラム皿を圧迫し、図示されていないが、ダイヤフラム
皿７の外周と、上記ブースターハウジングとの間に、シールとして機能するダイヤフラム
を構成するフレキシブルダイヤフラム９とからなる。
【００３０】
　図示されていない、入力部材によって作動可能なコントロールバルブは、ブースターハ
ウジング内にガイドされ、密封され、かつ可動壁部６を備える制御ハウジング３内に収容
されており、また、制御ハウジング３上に形成された第１のシーリングシートと、入力部
材に接続されたバルブピストン４上に形成された第２のシーリングシートと、これら２つ
のシーリングシートと協働するバルブボディとからなる。バルブボディは、ガイド要素上
に支持されているバルブスプリングによって、弁座に押し付けられている。ワーキングチ
ャンバ１は、制御ハウジング３内で横方向に動くダクト５を介して、真空チャンバ２に対
して接続可能になっており、入力部材は、図示されていないブレーキペダルに接続されて
いる。
【００３１】
　ブレーキ力は、制御ハウジング凹部８内に配置された弾性反応体１０を介して、および
反応体１０を圧迫する出力部材１１を介して、図８に示唆的に図示されている上記自動車
ブレーキ装置のブレーキマスターシリンダ１３の作動ピストン１２に伝達され、上記ブレ
ーキマスターシリンダは、ブレーキブースターの真空側の端部に取り付けられている。入
力部材に導入された入力は、バルブピストン４によって反応体１０に伝達される。図１か
ら明らかなように、バルブピストン４と反応体１０の間には、ステップアップ・ワッシャ
１４が設けられており、バルブピストン４は、ワッシャによって、反応体１０に対して力
伝達接続の状態になる。ステップアップ・ワッシャ１４は、機能動作及び本発明にとって
必ずしも必要ではなく、入力部材またはバルブピストン４の一部と考えられる。
【００３２】
　反応体１０は、プラスチックまたはゴム材料からディスク形状に形成され、加圧下で、
応力は、非圧縮性流体と同じように流体静力学の法則に従って作用する。すなわち、上記
反応体は、バルブピストン４によって導入された足力と、制御ハウジング３によって導入
されるブースト力と、出力部材１１を介して自動車のドライバーに戻される制動反応力の
間で加算器のように機能する。その結果として、各ブレーキ動作位置において、力平衡が
反応体１０で実施される。明らかなように、反応体１０のチャンバ容積は、制御ハウジン
グ凹部８、出力部材１１及び制御ハウジング凹部８内に配置されたワッシャ１５によって
決まる。ワッシャ１５を伴う上記チャンバ容積のこの構成は、必ずしも必要ではない。図
８から明らかなように、反応体１０は、軸方向において、制御ハウジング３自体を圧迫し
てもよい。
【００３３】
　図示されていないフランジで、ブースターハウジングの真空側の端部壁に支持されてい
る、図面に図式的に図示されている、復元スプリング１６は、可動壁部６を解放方向に保
持する。さらに、復元スプリング１６は、制御ハウジング３を圧迫し、または、後者に固
定され、および、一方において、復元スプリング１６を支持するために機能し、他方にお
いて、出力部材１１をガイドするために機能するガイド皿１７上に支持されている。また
、図示しない、回復スプリングが設けられており、回復スプリングは、入力部材または後
者を圧迫するワッシャと、コントロールバルブのガイド要素との間に配置されており、回
復スプリングの力は、バルブピストン４の、またはバルブボディに対するその弁座のプレ
ストレスを確かにする。
【００３４】
　コントロールバルブが作動したときに、ワーキングチャンバ１を大気に接続できるよう
に、略放射状に走る図示されていないダクト５が、制御ハウジング３内に形成される。制
動動作の終了時におけるバルブピストン４のリターン動作は、この場合、ブレーキブース
ターの解放位置において、ブースターハウジング上に形成されたストップを圧迫するクロ
ス部材によって制限される。
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【００３５】
　解放位置において、バルブピストン４またはステップアップ・ワッシャ１４と、反応体
１０の間には、ｚ寸法として知られており、ジャンパーとして知られているものを構成す
る距離ｚが設けられている。このｚ寸法は、ブレーキブースターのその作動の初期段階に
おける動作を決定し、ブレーキブースターが、所定の入力で作動したときに、出力または
出力圧力の急激な上昇を有することを可能にする。
【００３６】
　自動車業界は、ブレーキブースター特性曲線に関する厳しい要求に取り組んでいる。そ
のため、バルブピストン４またはステップアップ・ワッシャ１４と、反応体１０の間の上
述した距離ｚをできる限り正確に設定することが必要である。反応体１０の異なるショア
硬度及び構成部品の公差のため、通常、最高で±１７５Ｎの非常に高い出力公差が生じ、
また、出力は、例えば、自動車業界により非常に狭く決められている最大±５０Ｎ（スプ
レッドバンド）の範囲内に入らない。
【００３７】
　図１から明らかなように、出力部材１１は、圧力プレート１８及び圧力ロッド１９を有
する２つの部材で設けられている。圧力プレート１８は、フランジ２０によって、反応体
１０を圧迫し、また、中に軸方向長さＬを有する圧力ロッド１９のほぞ（tenon）２２が
配置され、ガイドされている軸方向中央貫通穴２１を有する。
【００３８】
　取り付けラインにおける距離ｚの設定は、図示されていない真空源にブレーキブースタ
ーを接続することによって行われ、その結果、特定の作動圧力が、ブースターハウジング
内に行き渡る。さらに、ブレーキブースターは、特定の入力ＦＥ、例えば、２００Ｎで作
動する。行き渡った真空、距離ｚ、および反応体１０のショア硬度の結果として、特定の
出力ＦＡが得られる。力関連の特定の圧力は、この行き渡った力に適して反応体１０内に
確立される。
【００３９】
　荷重下でｚ寸法を設定することは、測定およびｚ寸法の対応する変化によってｚ寸法を
設定するのとは対照的に、反応体１０のショア硬度スプレッドを、構成要素の公差に加え
て補正することもできるという特有の有利な点を有する。
【００４０】
　特定の長さＬのほぞ（tenon）２２を有する圧力ロッド１９の交換によって、反応体１
０のチャンバ容積または反応体１０内の特定の圧力を変えることができ、その結果、出力
ＦＡを設定することができる。上記力／力測定は、まず、圧力ロッド１９によって行われ
、この場合、ほぞ（tenon）２２の一方の端面２３は、圧力プレート１８のフランジ２０
と同じレベル（中立位置）にある。
【００４１】
　長いほぞ（tenon）２２は、反応体１０の変形を引き起こし、その結果として、距離ｚ
の縮小を引き起こす。一方、短いほぞ（tenon）２２は、距離ｚの増加を引き起こし、反
応体１０の反応力は、低くなる。
【００４２】
　反応体１０内の特定の圧力が上昇すると、ブレーキブースターの調節が、バルブピスト
ン４への、またはステップアップ・ワッシャ１４への接続によってもたらされ、その結果
、出力ＦＡが低減される。これとは対照的に、反応体１０内の特定の圧力が、短いほぞ（
tenon）２２によって、すなわち、チャンバ容積の増加の手段によって減少すると、出力
ＦＡは上昇する。
【００４３】
　特定の長さＬのほぞ（tenon）２２を有する圧力ロッド１９を特定するために、例えば
、溝２４を、上記圧力ロッドの外側２５に設けてもよい。
【００４４】
　さらに、図２～図４に示すように、ほぞ（tenon）２２の自由端２６は、ジャンパー効
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果に影響を与えるために、または、圧力プレート１８の貫通穴２１内にほぞ（tenon）２
２を容易に導入できるようにするために、異ならせて構成してもよい。その結果、例えば
、図２に従って、凸状湾曲２７を、端部２６に設けることができ、または、図３に従って
、端部２６が、凸状に湾曲したデザインを有することができる。図示しない追加的な代替
例として、自由端２６は、円錐状に形成してもよい。
【００４５】
　図４から明らかなように、ほぞ（tenon）２２を容易に取り付けるために、ほぞ（tenon
）２２の自由端２６に、半径ｒまたは導入スロープを設けてもよい。
【００４６】
　図５～図７は、圧力プレート１８の異なる実施形態を示す。これは、図５によれば、本
質的にディスク形状であり、その結果、簡単な製造能力が得られる。内側２９の導入スロ
ープ２８は、圧力ロッド１９の取り付けをさらに容易にする。
【００４７】
　図６及び図７によれば、圧力プレート１８は、圧力ロッド１９の方向に形成されており
、およびガイド皿１７内に部分的または完全にガイドされているシャンク３０を有する。
図６あるいは図１による部分ガイダンスは、圧力ロッド１９もガイド皿１７によってガイ
ドすることができるという利点を有する。
【００４８】
　図８は、本発明によるブレーキブースターの第２の例示的な実施形態の部分縦断面図を
示す。この例示的な実施形態においては、ブレーキブースターは、磁気ドライブ３１を有
する電気的に作動可能なブレーキブースターとして構成されており、このことは、本発明
にとって必ずしも必要なことではない。上記例示的な実施形態は、同様に、従来のブレー
キブースターに移すことができる。
【００４９】
　図８から推測できるように、第２の実施形態の出力部材４０においては、反応体１０に
対向する側４４に、ヘッドなしのねじ４１が設けられ、一体化されており、反応体１０の
チャンバ容積を変えることを可能にする。ヘッドなしのねじ４１は、ねじ穴４５にねじ込
むことができ、ねじの長さは、出力部材４０の寸法決定により異ならせることができる。
ヘッドなしのねじ４１を回転させるために、出力部材４０は、ねじ穴４５になり、調節ツ
ール４３を中に導入することができる貫通穴４２を有する。
【００５０】
　反応体１０と、バルブピストン４またはステップアップ・ワッシャ１４との間の距離ｚ
の設定は、図１に関する方法と同様に、特定の入力ＦＥを用いた負荷の下で行われ、違い
は、反応体１０のチャンバ容積を変えるためには、出力部材４０または上記出力部材の一
部を交換する必要はないが、その代わりに、ヘッドなしのねじ４１を単に回転させればよ
い。ヘッドなしのねじ４１は、特定の入力ＦＥの場合に、出力ＦＡの連続設定を可能にし
、その結果、反応体１０のショア硬度スプレッドを補正することができる。
【００５１】
　図９は、図８による第２の例示的な実施形態のわずかに変更された出力部材４０の部分
縦断面図を示す。図から明らかなように、出力部材４０は、面４４に、ねじ穴４５が隣接
する中央に設けられた凹部４６を有する。この凹部において、ヘッドなしのねじ４１と反
応体１０の間には、回転するヘッドなしのねじ４１によって、反応体１０のチャンバ容積
を増減する、図示されていないワッシャがある。そのため、上記ワッシャは、凹部４６を
貫通できるような大きさにしなければならない。
【００５２】
　第１の設定においては、ヘッドなしのねじ４１は、ワッシャ及び出力部材４０の端面４
７が同一平面になる（中立位置）程度まで、ねじ穴４５にねじ込まれる。
【００５３】
　ワッシャを設けることにより、反応体１０のギャップ押出しならびに反応体の摩耗は、
製造上の理由で、凹部４６とワッシャとの間で、ねじ穴４５とヘッドなしのねじ４１との
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間よりもさらに非常に低い公差を実施することができるため、低減することができる。
【００５４】
　凹部は、ねじ穴４５の直径Ｄ１よりも大きくなるように設けられている直径Ｄ２を有す
る。その結果として、より有利な面積比が得られ、凹部４６を容易に形成することができ
る。
【００５５】
　図２及び図３において、ほぞ（tenon）２２に関して既に説明したように、ジャンパー
効果に簡単な方法で影響を与えるために、ワッシャは、反応体１０に対向する面に、凸状
湾曲を有することができ、または、凸状に湾曲させることができ、あるいは、円錐状の構
造にすることができる。
【００５６】
　ワッシャが、出力部材の凹部から落ちるのを防ぐために、輸送中にワッシャを固定する
ために、出力部材４０の端面４７に接着フィルムを設けてもよい。このフィルムは、フィ
ルムを貼付したのにもかかわらず、ｚ寸法の設定を実行できるように耐久性があるように
設けた場合には、取り付け後も出力部材４０上にある。一方、接着フィルムを用いると、
輸送中に、ヘッドなしのねじ４１及びワッシャによって、取り付け済みの出力部材４０を
固定することが可能になり、また他方では、反応体１０のギャップ押出しが完全に防止さ
れる。
【００５７】
　記載した接着フィルムの貼付は、図８による出力部材４０の端面４７に対しても同様に
可能であり、この場合、ワッシャなしで、ヘッドなしのねじ４１がある。それによって、
反応体１０のギャップ押出しは、ワッシャを設けることなく防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明による空気圧ブレーキブースターの第１の例示的な実施形態の部分縦断面
図を示す。
【図２】図１に示すような本発明による空気圧ブレーキブースターの圧力ロッドのほぞ（
tenon）の実施形態を示す。
【図３】図１に示すような本発明による空気圧ブレーキブースターの圧力ロッドのほぞ（
tenon）の異なる実施形態を示す。
【図４】図１に示すような本発明による空気圧ブレーキブースターの圧力ロッドのほぞ（
tenon）の異なる実施形態を示す。
【図５】図１に示すような本発明による空気圧ブレーキブースターの圧力プレートの実施
形態を示す。
【図６】図１に示すような本発明による空気圧ブレーキブースターの圧力プレートの異な
る実施形態を示す。
【図７】図１に示すような本発明による空気圧ブレーキブースターの圧力プレートの異な
る実施形態を示す。
【図８】本発明による空気圧ブレーキブースターの第２の例示的な実施形態の部分縦断面
図を示す。
【図９】図８による第２の例示的な実施形態のわずかに変更した出力部材の部分縦断面図
を示す。
【符号の説明】
【００５９】
１　　ワーキングチャンバ
２　　真空チャンバ
３　　制御ハウジング
４　　バルブピストン
５　　ダクト
６　　可動壁部
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７　　ダイヤフラム皿
８　　制御ハウジング凹部
９　　ダイヤフラム
１０　　反応体
１１　　出力部材
１２　　作動ピストン
１３　　ブレーキマスターシリンダ
１４　　ステップアップ・ワッシャ
１５　　ワッシャ
１６　　復元スプリング
１７　　ガイド皿
１８　　圧力プレート
１９　　圧力ロッド
２０　　フランジ
２１　　貫通穴
２２　　ほぞ（tenon）
２３　　端面
２４　　溝
２５　　外側
２６　　端部
２７　　凸状湾曲
２８　　導入スロープ
２９　　内側
３０　　シャンク
３１　　磁気ドライブ
４０　　出力部材
４１　　ヘッドなしのねじ
４２　　貫通穴
４３　　調節ツール
４４　　面
４５　　ねじ穴
４６　　凹部
４７　　端面
Ｄ１　　直径
Ｄ２　　直径
Ｌ　　長さ
ＦＡ　　出力
ＦＥ　　入力
ｒ　　半径
ｚ　　距離。
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